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平成  年  月  日 

 

協働 PR委員会報告書 

 

協働 PR委員会 

委員長 菊地 幸治 

 

 

寒川町まちづくり推進会議において調査・研究するために設置された協働 PR

委員会で調査・協議した事項について、以下報告するとともに、町が今後、こ

の報告書にある提言内容に沿った取り組みを行うことを期待します。 

 

 

１．「協働」を進めるための取り組みについて 

（１）協働 PRチラシの作成 

協働 PR委員会（以下、「当委員会」）では、今後「町民と町が協働するまちづ

くり」を進めていくためには、町民の皆さんに「協働」についてもっと知って

頂くために、「協働」とは何か、何故必要なのかということをわかりやすくお伝

えする必要があると考えました。 

そこで、当委員会では「協働」への理解の第一歩となるよう、「協働 PR チラ

シ」（以下、「当チラシ」）を作成して町民の皆さまに届け、理解を高めてもらい、

知恵や経験、アイディア等の町民一人ひとりの力をまちづくりへ活かし、活動

してもらうことを目指しました。 

当チラシの作成にあたり、委員会で協議していく中で、町民目線でできるだ

け分かりやすいものにするため、表面でイラストや４コマ漫画の具体例及び表

を活用することにより、広告チラシとしての役割を重んじる一方、裏面では協

働の必要性や原則、形態などを分かりやすく説明するとともに、寒川町自治基

本条例（以下、「条例」という）の基本理念の条文等も掲載し、協働の解説書と

しての役割も明確に持たせたものであります。 

各委員の積極的な協力により、当委員会を計７回、正副委員長と事務局との

打合せを計５回行い、当初の予定よりも早く、約８ヶ月で完成しました。 

当チラシ作成後の周知方法としては、協働文化推進課発案による平成２７年

７月号の広報で協働に関する特集「みんなで進めよう協働のまちづくり」を掲

載し、より効果的な周知をするため、翌８月号の広報に当チラシを折り込み、

全戸配布することといたしました。 

さらに、寒川町まちづくり推進会議（以下、「推進会議」）から町長へ直接当

チラシの完成報告を行い、その様子がタウンニュースにも掲載され、新聞の折
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り込みとして各世帯へ配達されました。 

また、今なお役場や地域集会所等の各公共施設に掲示し、町民の皆さまへの

周知を図っています。 

 本来、このようなチラシを推進会議が作成すべき事であったかは議論がある

ところでありますが、「協働」という言葉を当チラシを通じて町民の皆さまにお

届けできたということは間違いなく成果であったと考えます。 

 今後は当チラシを叩き台として、第２弾、第３弾とより良い形にした当チラ

シの作成を考えて頂きたいと思います。 

 なお、当チラシは、推進会議の中で役場職員のマニュアル、いわゆる“協働

に関する手引き書”の前段として、町民の皆さんに「協働」について知ってい

ただく第一歩となるようなチラシを作成する必要があるとされたものでありま

す。よって、今後は町職員による上記マニュアルの作成の段階となりますので、

早急に対処するよう願います。 

 ※協働 PRチラシは別添をご参照ください。 

 

 

（２）シニアのキャリア活用の検討 

 次に、当委員会では第３期推進会議の「熟年パワー社会還元研究部会』で報

告された「シニアのキャリア活用」について、組織の新設や見直しの提案は、

実質保留となりましたが、委員会として再度検討すべきテーマだと考えました。 

 日本全体の「少子高齢化」は寒川町についても同じ重要課題であり、そこで

の「シニアのキャリア活用」が解決の１つとして考えられます。 

シニアのキャリアを活用していくためには、町民全体を対象としたボランテ

ィアポイント制度について検討する必要があると考え、先進自治体の例を参考

として調査を進めて参りましたが、庁内においてシニアの方を対象とした同制

度を検討しているということもあり、混乱を避けるため、調査の継続は行わな

いものと結論付けました。 

また、シニアのキャリア活用のためには、単にボランティアの斡旋について

の広報やインターネットなどを通じて一方的に投げかけるばかりでなく、多く

のシニア世代の方々と対面し、対話を重ね、お互い信頼し合えるコミュニケー

ションをとることが必要です。協力する方々の活動団体だけでなく、細かな名

簿を作成し、困ったときにはお互い声を掛け合う関係性の構築は欠かせません。

シニアパワーが手軽に集まり、話し合いが出来る場所を提供することを考える

べきです。 

 シニアの皆さんで集まる「シニアカフェ」や「シニア会」といった集会をま

ず１回開催し、その世代ならではのアイディアを出し合い、積極的に関わる“キ

ッカケ”を提供しながらコミュニケーションを図っていく試みについて、ぜひ

トライして頂きたいと思います。 
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 第３期の熟年パワー社会還元研究部会による報告書は非常に精錬された内容

で、後は実践するのみという状態に達していると思われますので、各々の担当

部署でタイムスケジュールを設定し、早急に具現化されることを望みます。 

 

 

２．まとめ 

 協働は多くの可能性を秘めており、今後の活動には欠かせない手法です。し

っかりと町民の皆さんに理解され、広めることこそが何よりも重要です。行政

や民間、町民の間にある垣根を取り払い、信頼できる関係を築きあげることな

しに、目標に向って共に協力し合い、様々な課題等へ取り組んでいくことは出

来ないものと考えます。 

  

以上 
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協働ＰＲ委員会 検討経過 
 

開催日・開催場所 議題・会議概要等 

第１回 （仮称）マニュアル作成委員会 

平成２６年１０月２２日（水） 

町役場東分庁舎２階第３会議室 

○副委員長の選出 

○今後の進め方について 

第１回 正副委員長打合せ 

平成２６年１２月１０日（水） 

町役場東分庁舎２階第３会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（表面のたたき台作成） 

第２回 協働ＰＲ委員会 

平成２６年１２月１７日（水） 

町役場３階議会第１会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（表面について各委員から意見聴取） 

第２回 正副委員長打合せ 

平成２７年１月１３日（火） 

町役場３階議会第１会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（表面の内容精査） 

第３回 正副委員長打合せ 

平成２７年２月１０日（火） 

町役場３階議会第１会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（裏面のたたき台作成） 

第３回 協働ＰＲ委員会 

平成２７年３月１９日（木） 

町役場東分庁舎２階第２会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（表・裏面について各委員から意見聴取） 

第４回 正副委員長打合せ 

平成２７年４月７日（火） 

町役場３階議会第１会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（裏面の内容精査） 

第４回 協働ＰＲ委員会 

平成２７年６月２３日（火） 

町役場東分庁舎２階第２会議室 

○協働ＰＲチラシについて 

（最終確認及び周知スケジュールの確認） 

第１回 両委員会正副委員長打ち合わせ 

平成２７年７月９日（木） 

町役場２階小会議室 

○アンケートの実施方法について 

○熟年パワーの取り組みについて 

第５回 協働ＰＲ委員会 

平成２７年１１月１０日（火） 

町役場分庁舎１階電算会議室 

○熟年パワーの活用について 

（ボランティアポイント制度の検討） 

第６回 協働ＰＲ委員会 

平成２８年２月３日（水） 

町役場分庁舎１階電算会議室 

○熟年パワーの活用について 

（ボランティアポイント制度の検討） 

第７回 協働ＰＲ委員会 

平成２８年５月１６日（月） 

町役場東分庁舎２階第２会議室 

○報告書作成 
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協働ＰＲ委員会委員等名簿 
 

 

 
委員 選出区分等 備考 

１ 菊地 幸治 町民（一般公募） 委員長 

２ 村崎 修 町民（一般公募） 副委員長 

３ 島村 盛晶 町民（一般公募）  

４ 小川 雅子 町民（一般公募）  

５ 大関 博之 町教育委員会  

６ 大谷 勝彦 町自治会長 
 

７ 今井 裕樹 
町青年会議所の 

構成員 
 

８ 大川 壽一 町民（一般公募） 

寒川町まちづくり推進

会議会長 

※両委員会へ随時参加 

９ 清田 昭夫 町商業関係者 

寒川町まちづくり推進

会議副会長 

※両委員会へ随時参加 

１０ 芹澤 るみ子 
寒川町町民部 

協働文化推進課長 
事務局 

１１ 宮﨑 和代 

寒川町町民部 

協働文化推進課 

協働担当 

事務局 

１２ 内藤 安希子 

寒川町町民部 

協働文化推進課 

協働担当 

事務局 

 

 

 

 

平成２８年６月末現在 






